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PRESS RELEASE 

岡山大学記者クラブ御中 

令 和 4 年 6 月 3 0 日 

岡 山 大 学 

 

海洋プラスチックの撲滅を目指して、アジア最大の湖で 

水上集落の住民参画型プラスチックごみ分別に取り組む！ 

 

 

 

 

 

 

 

◆研究者からのひとこと 

 

 

  

 

 

 

 

 

藤原教授 

 海洋プラスチック汚染の 1 つの原因として、アジア諸国から多くのプラスチックごみが海洋へ

流出している事実があります。アジア最大の湖であるトンレサップ湖はカンボジア王国の中央に

あり、百万人とも言われる低所得者の人々が水上に集落を作って暮らしています。そこにはごみ

の収集サービスが無いため、ごみは湖に捨てられています。大学院環境生命科学研究科附属低炭

素・廃棄物循環研究センターの藤原健史教授の研究室では JICA草の根協力事業「カンボジア・ト

ンレサップ湖における水上集落住民参画型プラスチック汚染対策」を立ち上げ、水上集落を対象

にその地に適したプラスチックごみの分別回収システムを提案し、そのシステムを実装すること

を目的としています。市民にごみ分別への積極的な参加を促すために村落の中でごみ分別推進チ

ームを結成し、チームリーダを岡山市に招いて日本のごみ分別方式について研修を行ったり、市

民啓発用のマニュアル作りや、現地での市民説明会及び講習会を行って、プラスチックごみ分別

を試行します。人々に環境意識を持ってもらいながら分別収集に協力してもらい、集めたプラス

チックごみのリサイクル収益により収集費用を賄うことを考えています。 

海洋プラスチック問題は、太平洋に流入したプラスチックが長期に

わたって滞留し、生態系に影響を与え続けることから早急な対策が求

められています。事業対象の水上集落ではごみを湖に捨てているた

め、プラスチックごみを投棄させないことが必要です。われわれは、

現地住民が積極的に参加するプラスチックごみ分別回収システムを

実装します。 

◆発表のポイント 

・海洋プラスチック汚染の原因に、生活ごみの水域への投棄があります。 

・カンボジア・トンレサップ湖の水上集落でプラスチックごみの分別収集システムを実装します。 

・現地で分別推進チームを結成して教育するとともに、市民の啓発にも力を入れます。 
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■発表内容 

＜現状＞ 

太平洋の海洋プラスチック汚染の 1つの原因として、アジア諸国から多くのプラスチックごみが

海洋へ流出している事実があります。ごみの収集サービスがない場所に住む人々は、ごみを周辺に

捨てるしかありません。アジア最大の湖であるトンレサップ湖はカンボジア王国の中央にあり、百

万人とも言われる低所得者の人々が水上に集落を作って暮らしています。そこでは行政によるごみ

収集サービスが無いため、ごみは湖に捨てられています。そして、雨期に水量が増えると、捨てら

れていたごみは勢いよく下流に流されます。 

 

＜研究成果の内容＞ 

大学院環境生命科学研究科附属低炭素・廃棄物循環研究センター（藤原研究室）は、JICA草の根

協力事業「カンボジア・トンレサップ湖における水上集落住民参画型プラスチック汚染対策」を 2022

年 3月から開始しました。現地のプノンペン王立大学の協力を得て事業を進めます。 

プラスチックの海洋への流入を止めるためには、排出源においてプラスチックごみの投棄を止め

なければいけません。JICA草の根事業ではトンレサップ湖のある水上集落をターゲットとし、プラ

スチックごみの投棄量を調査したうえでその地に適した分別回収システムを実装し、実際にプラス

チックごみが良好に回収されることを目的としています。市民にごみ分別への積極的な参加を促す

ために村落の中でごみ分別推進チームを結成し、チームリーダを岡山市に招いて日本のごみ分別方

式について研修をしてもらいます。そして、市民啓発用のマニュアル作りや、現地での市民説明会

及び講習会を行い、市民のプラスチック分別回収への参加率を高めます。 

 

＜社会的な意義＞ 

海洋プラスチック汚染の防止のためには、ごみ排出源において市民に収集処理サービスを提供す

ることが最も効果的ですが、収集費が払えない人々はそのサービスを受けれません。本事業ではこ

れらの人々に環境意識を持ってもらいながら分別収集に協力してもらい、集めたプラスチックのリ

サイクル収益により収集費用を賄うことを計画しています。世界にはトンレサップ湖のように水上

に暮らす集落が多くあります。本事業でプラスチックごみ分別の仕組み作りができれば、それらの

地域で参考になると思われます。 

 

■研究資金 

 本研究は、JICAの支援を受けて実施します。 

草の根協力事業「カンボジア・トンレサップ湖における水上集落住民参画型プラスチック 

汚染対策事業」（草の根協力型） 
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＜お問い合わせ＞ 

岡山大学学術研究院環境生命科学学域 

（大学院環境生命科学研究科附属 

低炭素・廃棄物循環研究センター） 

教授 藤原 健史 

（電話番号）086-251-8994 

（FAX）086-251-8994 


